
日時 令和７年１月１７日 

１５時４５分～ 

 

令和 6 年度 大阪府立日根野高等学校第 3 回学校運営協議会 

 

進行 教頭 川瀬 治彦 

記録 講師 南  玲央 

 

１ 校長挨拶 

 

２．協議会委員及び事務局員 

１) 協議会委員（出席者）４名 

     泉佐野泉南医師会看護専門学校 副学校長 西田 好江 様 

     ひねのこども園 園長          神藤 吉伸 様 

     泉佐野市立日根野中学校 校長      古谷 秋雄 様（欠席） 

     イオンモール日根野 ｾﾞﾈﾗﾙﾏﾈｰｼﾞｬｰ    横倉 実可 様 

     大阪府立日根野高等学校 後援会役員   水上 寿香 様（欠席） 

     大阪府立日根野高等学校 PTA 会長    庄司 直生 様 

 

２) 事務局員 （出席者） ９名 

     校長 山本 好男             教諭（教務部長） 大土 渡 

 教頭 川瀬 治彦                         教諭（生徒指導部長） 木藤 耕平 

     事務長 松元 敏行                       教諭（保健総務部長） 山口 清美 

     首席 栗原 重彦                         教諭（進路指導部長） 堺 花野 

     首席 矢萩 友之（欠席）                 講師 南  玲央 

 

３ 協議案件 

１）学校運営協議会実施要項の改正について 

・オンラインによる協議会への参加の条件が緩和された 

 

２）本年度の「学校経営計画」（結果）について 

・今年度はほとんどの項目で目標を達成した 

・唯、保護者向け学校教育自己診断の「教員による情報提供」の項目だけが目標に到

達できなかった 

今年度より紙資料での提供からデジタルでの提供に切り替えた影響がある可能性

も考えられる 



 

３）来年度の「学校経営計画」（案）について 

・基本的には今年度の内容を踏襲して作成した 

・入試志願倍率の目標を昨今の公立高校を取り巻く状況を鑑みて 1.1 倍に下げた 

 

４）本校 36 期生（令和 6 年度卒業予定者）の現在の進路状況について 

・200 名程度が少なくとも一つは合格をいただいている。 

・近畿大学の合格者人数が増加した 

・共通テストの受験者は減少したが、少数精鋭の傾向がみえる 

・今年は年内の合格の上にさらに年明けにより難関大学に挑む生徒が多くいる 

 

５）質疑応答 

〈委員〉学校教育自己診断結果は良好であるが、（遅刻等により）回答していない生徒 

の影響はあるか 

〈回答〉遅刻・欠席の生徒が必ずしも学校に否定的というわけではない 

アンケートとの相関は不明 

〈委員〉新聞報道等での発表があったが、現在日根野高校に海外の姉妹校はあるか 

〈回答〉姉妹校について現在はない。本庁からの正式な通達はまだ下っていない 

後日通達がきて必要になると思われる 

〈委員〉在宅勤務については実施しているか 

〈回答〉現在日根野高校では該当者はいない。教育現場には向かない制度であるが、長

期休暇中など条件に合致すればあり得る 

〈委員〉学校教育自己診断について、R4 上昇、R5 低下、R6 上昇となり、各年度での

上下の現象には理由があるか 

〈回答〉各年で見ると上下しているが、長期的に見ると上下しながらも右肩上がりとな

っている。各年上下の理由は分からない 

〈委員〉ライバル校といえる学校はどこか。それらの学校のアンケート結果はどうか 

〈回答〉久米田、佐野、高石などがあげられるが、それらの高校と比較しても本校はお

おむね良好な結果がでている 

〈委員〉大阪市内の学校では今年の 1 年生は大変と聞いているが、 

日根野高校ではどうか 

〈回答〉部活動的には人数も増え、また出席率も良好。学力は多少の低下傾向はあるが

取り組む姿勢はよく、真面目ではあり、授業はやりやすい 

学校教育自己診断の結果は１年生が最もよく、日根野を第一志望にしている

生徒が多く入学したと考えられる 

保健室の利用状況も減少傾向にある 



〈委員〉転退学者については昨年度と比較してどうか 

〈回答〉現在は３名。年度末に 2 桁まではいく可能性もある 

〈委員〉どのような生徒が転退学になっているか。 

〈回答〉学校に馴染めず、友人関係がうまくいかない生徒が多いように思う 

通信への直接入学者も増加しており、高校自体のあり方にも変容があるので

はないかと思う 

〈委員〉残業時間について良好な結果と見られるが理由はあるか。 

〈回答〉定時退庁日などの効果もあってか、早く帰ることを悪とする雰囲気が無くなっ

ていることも影響していると思われる 

〈委員〉少し減っているとのことだが、遅刻数は依然多い。学校在学中は遅刻がある程

度許されているだろうが、社会に出れば困るのではないだろうか 

〈回答〉今年度も遅刻者を減らすための様々な取り組みは行った。次年度も取り組んで

いきたい 

 

６）来年度の「学校経営計画」（案）について協議会委員より承認を得た 

 

７）次年度の日程について確認した 

    第１回  令和７年 ５月２３日（金） １３時３０分～ 

    第２回  令和７年１０月１７日（金） １４時２０分～ 

    第３回  令和８年 １月１６日（金） １５時４５分～ 

 


